
 

 

２０２６年５月７日 

 

予定帝王切開出生児の腸内細菌叢形成における 

早期プロバイオティクス摂取の有用性を確認 

－ビフィズス菌ビフィドバクテリウム ブレーベ ヤクルト株の 

出生直後からの摂取により腸内細菌叢形成、腸内環境、成長指標で有望な所見－ 

 

 

株式会社ヤクルト本社（社長 成田 裕）は、順天堂大学（学長 代田 浩之）と共同で、

医療法人社団 五の橋産婦人科（院長 川嶋 一成）において、予定帝王切開※１で出生した

健常な正期産児を対象に、ビフィズス菌ビフィドバクテリウム ブレーベ ヤクルト株（以下、

Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株）を出生直後から１か月間摂取するランダム化二重盲検プラセボ

対照並行群間比較試験※２を実施しました。 

その結果、以下の３点が示されました。 

 

Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株を摂取した群では、プラセボ群と比べて、 

１．生後３日目から１か月にかけて、腸内ビフィドバクテリウム属※３の菌数と検出率が

有意に増加した。また、ビフィドバクテリア科※３の相対存在量も高値を維持し、早

期にビフィズス菌優勢な腸内細菌叢が形成された。 

２．生後３日目から１か月にかけて、総有機酸や酢酸、乳酸濃度が有意に増加し、便ｐＨ

が低下した。 

３．生後９か月の体重が有意に高かった。 

なお、プラセボ群の一部乳児で生後６～９か月にカウプ指数※４が正常範囲を下回っ

たが、Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株を摂取した群では全て正常範囲内であった。 

 

 これらの結果は、Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株の出生直後の摂取が、予定帝王切開出生児に

おいて乳児に望ましいビフィズス菌優勢な腸内細菌叢の早期確立と健全な腸内環境の形成

を促し、乳児期の正常な成長をサポートすることを示唆しています。 

 帝王切開出生児は、腸内ビフィズス菌の定着が遅れ、良好な腸内環境の形成にも影響がで

ることが知られています。ビフィズス菌は乳児の腸内で優勢な腸内細菌であり、将来的な免

疫機能の発達や健康に影響することが報告されており、生後早期にビフィズス菌優勢な腸

内細菌叢を確立することは乳児の健全な成長において重要です。 

 本研究成果は、帝王切開出生児に対する早期プロバイオティクス介入の有用性を示す重

要なエビデンスであり、今後の小児医療・周産期医療への応用が期待されます。 

なお、本研究成果は学術誌 Pediatrics & Neonatology（２０２６年２月２８日付）の電

子版に公開されました。 



 

 

※1 医学的適応や分娩計画に基づき、あらかじめ日程を定めて行う帝王切開で、計画的帝王切開ともいい

ます。 

※2 試験参加者をランダムに群分けし、それぞれに有効成分を含む、あるいは外観、味などが同一で有効

成分を含まないプラセボを割り当てます。試験参加者と試験実施者はいずれを摂取しているか分から

ない状態で試験を実施します。各群同時に一定期間摂取し、各群の試験結果を解析して有効性を比較・

検討します。適切に実施されたランダム化二重盲検プラセボ対照並行群間比較試験によって得られた

結果は、科学的信頼性が高いものと言えます。 

※3 ビフィドバクテリウム属は、いわゆる「ビフィズス菌」を指し、ヒトの腸内で優勢な細菌属の一つで

す。ビフィドバクテリア科は分類上の位置がビフィドバクテリウム属の上位であり、共通した性質を

もつ複数の細菌属が含まれます。 

※4  乳幼児の発育状態の程度を表す指数で、体重と身長から算出します。 

 

  



 

 

１．背景 

ヒトの腸内にはさまざまな細菌が生息し、腸内細菌叢を形成しています。新生児はほぼ無

菌の状態で誕生しますが、生後間もなくビフィズス菌が優勢な腸内細菌叢が形成されるこ

とが報告されています。乳児期におけるビフィズス菌優勢な腸内細菌叢の形成は、腸内の酸

性化による感染防御や粘膜免疫系の発達への関与、さらには成長後の健康に関わることが

示唆されています。 

近年、世界的に帝王切開の割合が増えており、今後、日本も同様に増加することが予測さ

れています。また、帝王切開で出生した乳児は、分娩時に母体の産道や腸管由来の微生物に

晒されにくいことから、腸内細菌叢の成熟、特にビフィズス菌の定着が遅れやすいことが知

られています。      

予定帝王切開児におけるビフィズス菌優勢な腸内細菌叢形成の早期支援は、乳児の健全

な成長にとって大きな意義があることから、本研究では、Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株の出生

直後からの摂取が、乳児の腸内細菌叢形成および腸内環境、さらには成長指標に及ぼす影響

を調べました。 

 

２．研究内容 

（１）研究方法 

五の橋産婦人科において予定帝王切開で出生した健常な日本人の正期産児２６名を、無

作為にＢ．ブレーベ・ヤクルト株を摂取する群（以下、ＢｂｒＹ群）とＢ．ブレーベ・ヤク

ルト株を含まない見た目が同一のプラセボを摂取する群（以下、プラセボ群）に分けました。

ＢｂｒＹ群は、Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株を含む生菌粉末を水とよく混ぜたあと、しばらく

置き、その上澄み液（Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株１億個以上相当の量含む）を、プラセボ群

はＢｂｒＹ群と同様に処理した上澄み液を、それぞれ出生直後から１か月間継続摂取しま

した（ランダム化二重盲検プラセボ対照並行群間比較試験）。 

腸内細菌叢の形成は、便中におけるビフィズス菌の検出率および菌数、１６Ｓ ｒＲＮＡ

アンプリコン遺伝子配列解析※５による ビフィドバクテリア科 の相対存在量※６で評価しま

した。腸内環境は、便中の酢酸・乳酸をはじめとする有機酸濃度と便ｐＨで評価しました。

身体計測は生後１２か月まで定期的に行い、体重・身長・頭囲に加え、カウプ指数を算出し

ました。 

 

※5 細菌の生命活動に必須なタンパク質の合成に関与するリボソームを構成する１６Ｓ ｒＲＮＡ遺伝子

の配列を用いて菌叢構成を推定する手法。 

※6 全菌叢に占める特定分類群の割合。 

 

 

 



 

 

（２）研究結果 

①Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株摂取によるビフィズス菌優勢な腸内細菌叢の早期形成 

便中のビフィドバクテリウム属の菌数について調べたところ、生後３日から１か月に

かけて、ＢｂｒＹ群ではプラセボ群と比べて多い、あるいは多い傾向にあること、また、

検出率がほぼ１００％で推移していることが認められました。さらに、ビフィドバクテリ

ア科の相対存在量は概ね６０～７０％と高い水準であり、ビフィズス菌優勢の腸内細菌

叢が早期に形成されたことが示されました。 

また、摂取終了後の追跡では、乳児本来の腸内環境に適したビフィズス菌へと置き換わ

っていきました。これは、摂取した菌が長期間優勢であり続けるのではなく、本来の腸内

細菌叢へ自然に移り変わることを示しています。 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 腸内細菌叢形成におよぼす影響 

（Ａ：ビフィドバクテリウム属菌数、Ｂ：ビフィドバクテリア科の相対存在量） 



 

 

②Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株摂取による腸内の酸性化 

ＢｂｒＹ群では、プラセボ群と比べて、生後３日から１か月にかけて総有機酸・酢酸・

乳酸の各濃度の有意な上昇と便ｐＨの低下が認められ、腸内の酸性化が示唆されました。 

 

 

図２ 腸内環境におよぼす影響 

  



 

 

 ③Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株摂取による成長サポート 

ＢｂｒＹ群では、プラセボ群と比べて生後９か月時点の体重が高値を示しました。また、

プラセボ群では生後６か月および９か月時点でカウプ指数が正常範囲を下回る乳児がい

ましたが、ＢｂｒＹ群では全て正常範囲内に留まりました。Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株の

摂取が予定帝王切開出生児の成長をサポートする可能性が示されましたが、これらはさ

まざまな要因が影響している可能性があり、因果関係は明らかではないことから、今後の

検証が必要です。 

 

 

図３ 成長におよぼす影響（Ａ：体重、Ｂ：カウプ指数） 

 

３．今後の展望 

乳児の腸内で優勢な腸内細菌であるビフィズス菌は、将来的な免疫機能の発達およびア

レルギーなどの免疫疾患や腸管感染症などのリスク低下が報告されており、生後早期にビ

フィズス菌優勢な腸内細菌叢を確立することは乳児の健康において重要です。 

本研究において、予定帝王切開で出生した乳児がＢ．ブレーベ・ヤクルト株を出生直後か

ら摂取することで、乳児期早期にビフィズス菌優勢な腸内細菌叢が形成され、腸内環境が望

ましい状態に近づくことが示されました。 

これは、Ｂ．ブレーベ・ヤクルト株の摂取が帝王切開出生児にみられる腸内細菌叢の発達

の遅れを是正して、乳児において望ましい腸内細菌叢への橋渡しをすることを示唆するも

のです。 

本研究成果は、帝王切開出生児に対する早期プロバイオティクス介入の有用性を示す重

要なエビデンスであり、今後の小児医療・周産期医療への応用が期待されます。 
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